
大 阪 農 業 時 報（5）

　

作
業
に
先
立
ち
、
稲
垣
会
長
が
鎌

を
使
っ
た
稲
の
刈
り
方
や
刈
り
取
っ

た
稲
の
束
ね
方
な
ど
を
指
導
。
作
業

中
も
農
家
が
児
童
の
も
と
を
回
り
、

刈
り
方
な
ど
を
丁
寧
に
教
え
た
。
児

童
は
当
初
、
恐
る
恐
る
鎌
を
扱
っ
て

い
た
が
、
次
第
に
慣
れ
た
手
つ
き
で

稲
を
刈
り
取
り
、
収
穫
を
楽
し
ん
だ
。 　

体
験
後
に
は
、
児
童
か
ら
「
収
穫

で
き
な
い
よ
う
な
大
変
な
年
は
あ
っ

た
の
か
」「
こ
の
田
ん
ぼ
は
何
年
前
か

ら
続
い
て
い
る
の
か
」
な
ど
、
農
業

の
素
朴
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
農
家

が
一
つ
ず
つ
回
答
し
た
。

　

稲
垣
会
長
は
、「
こ
の
取
り
組
み
は

20
年
以
上
続
い
て
お
り
、
体
験
し
た

児
童
や
保
護
者
が
声
を
か
け
て
く
れ

た
り
、
市
内
の
農
地
に
関
心
を
持
っ

て
く
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

収
穫
し
た
米
30
㌔
は
11
月
中
に
同

小
学
校
に
届
け
ら
れ
、
児
童
ら
が
調

理
実
習
で
ご
飯
を
炊
い
て
お
味
噌
汁

と
一
緒
に
食
べ
る
予
定
。�

（
沼
田
）
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令
和
８
年
度（
第
65
回
）農
林
水

産
祭
の
「
女
性
の
活
躍
」
部
門
で
、

富
田
林
市
の
乾
裕
佳
氏
が
、
内
閣

総
理
大
臣
賞
に
選
ば
れ
た
。

　

乾
氏
は
平
成
８
年
に
就
農
し
、

26
年
に
乾
農
園
の
４
代
目
と
し
て

継
承
。
作
業
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
や

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
、
営
農
管
理
ア

プ
リ
の
導
入
な
ど
を
通
じ
て
、
作

　

箕
面
市
の
農
業
者
で

構
成
さ
れ
る
箕
面
市
農

業
経
営
者
連
絡
協
議
会

は
10
月
14
日
、
箕
面
市

立
西
小
学
校
の
５
年
生

を
対
象
に
、
稲
垣
惠
一

同
市
農
業
委
員
会
会
長

の
水
田
で
稲
刈
り
体
験

を
行
っ
た
。
児
童
は
６

月
に
田
植
え
を
体
験
し

て
お
り
、
自
ら
植
え
た

稲
の
収
穫
に
取
り
組
ん

だ
。

業
の
効
率
化
や
経
営

の
安
定
化
を
進
め
て

き
た
。

　

地
域
農
業
の
振
興

に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、「
富
田

林
の
海
老
芋
」の
地
理
的
表
示（
Ｇ

Ｉ
）
登
録
に
尽
力
し
た
ほ
か
、
地

元
の
若
手
農
業
者
ら
と
連
携
し
て

「
富
田
林
市
き
ら
め
き
農
業
塾
」で

次
代
の
担
い
手
育
成
に
取
り
組
む

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
貢
献
し
て

い
る
。

　

農
林
水
産
祭
は
、
農
水
省
と
日

本
農
林
漁
業
振
興
会
の
共
催
に
よ

り
昭
和
37
年
か
ら
実
施
。
国
民
の

農
林
水
産
業
と
食
に
対
す
る
認
識

を
深
め
、
農
林
水
産
業
者
の
技
術

改
善
と
経
営
発
展
の
意
欲
を
高
め

る
の
が
目
的
。

稲垣会長の指導を受けながら稲刈りに取り組む児童
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大
阪
府
は
、
農
業
者
と
消
費
者
の

交
流
を
通
じ
て
販
売
額
の
増
加
を
図

る
「
交
流
型
農
業
」
の
推
進
に
向
け
、

府
内
農
業
者
を
対
象
と
し
た
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
用
講
座
を
２

日
に
わ
た
っ
て
開
催
。
計
50
人
が
出

席
し
た
。

　

９
月
16
日
は「
基
礎
・
企
画
編
」と

し
て
、株
式
会
社
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
フ
ァ

ウ
ン
ダ
ー
の
川
辺
友
之
代
表
が
講
師

を
務
め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
仕
組
み
や
企
画
立
案
の
考
え
方

な
ど
、
活
用
に
向
け
た
基
礎
的
な
内

容
を
解
説
し
た
。
自
身
の
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
経
験
や
こ
れ
ま

で
サ
ポ
ー
ト
し
た
事
例
を
交
え
な
が

ら
、
実
施
ま
で
の
流
れ
や
成
功
の
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
後

半
で
は
「
多
く
の
人
に
支
援
し
て
も

ら
う
に
は
」と
い
う
視
点
か
ら
、
効
果

的
な
Ｐ
Ｒ
の
重
要
性
や
実
際
の
支
援

者
の
傾
向
に

つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

　

９
月
24
日

は
「
広
報
・
Ｐ
Ｒ
編
」
と
し
て
、
株

式
会
社
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
の
中
尾
豊
氏
が
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
成
功

率
向
上
に
向
け
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
告
知
・
拡
散
の
ポ
イ

ン
ト
等
を
説
明
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

応
援
し
て
く
れ
る
人
を
増
や
す
た
め

に
は
、
平
時
か
ら
農
園
の
魅
力

を
発
信
し
続
け
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
し
て
、
実
際
の
農
園

の
事
例
に
触
れ
な
が
ら
、
日
ご

ろ
の
農
作
業
や
出
来
事
を
Ｓ
Ｎ

Ｓ
投
稿
に
つ
な
げ
る
た
め
の
考

え
方
を
紹
介
し
た
。

　

研
修
の
終
わ
り
に
は
、
①
誰

に
向
け
て
、
②
農
園
・
商
品
の

ど
の
よ
う
な
魅
力
を
、
③
ど
の

よ
う
な
行
動
に
つ
な
げ
る
た
め

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
と
す
る

か
、
と
い
う
発
信
の
方
向
性
を

整
理
す
る
実
践
演
習
を
実
施
。

参
加
者
は
自
ら
の
農
園
や
商
品
に
置

き
換
え
な
が
ら
、
今
後
の
情
報
発
信

に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
た
。

　

府
は
今
後
、
８
月
か
ら
農
業
者
か

ら
募
集
を
し
て
い
た
交
流
型
農
業
実

践
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
審
査
・
選
定
し
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
実
施

を
支
援
す
る
予
定
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
企
画
や
情
報
発
信
な
ど
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
交
流
型
農
業
の
実
践
を
後
押

し
す
る
。�

（
沼
田
）

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
推
進
へ

�

府
が
交
流
型
農
業
支
援
に
向
け
講
座

農
林
水
産
祭「
女
性
の
活
躍
」部
門

�

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

富
田
林
市
・
乾
　
裕
佳
氏

地元児童に稲刈り体験を指導
� 箕面市農経連

日々の農作業を魅力的な発信に変える考え方を
説明（９月24日）


